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令和 6年度「アートによる⻑和町活性化事業」事業報告書 

 

作成︓コーディネーター 早渕仁美 

 

1. 本事業の⽬的     

本事業の⽬的は⻑和町がアート・デザインの⼒で地域の活性化を⾏うことにあります。 

⼥⼦美術⼤学の学⽣のデザイン⼒や発信⼒を活⽤し情報発信等により町の活性化を⽬指します。近

年、⼤学の社会貢献が求められており、⼥⼦美術⼤学が教育機関として、地⽅⾃治体とともに地域の

活性化を⽬指す事業を⾏うことは重要な意義があります。⻑和町の「アートによる⻑和町活性化事

業」に取り組むことは、そうした社会貢献活動の⼀環の事業として⼥⼦美術⼤学内で位置づけられて

います。このような背景を踏まえ、包括連携協定を結ぶことで本事業の安定的実施を⽬指します。 

    

2. 本年度事業の⽬的 

今年度は、包括連携協定締結に向けて⻑和町と⼥⼦美術⼤学で引き続き協議をしていきながら、⻑和

町でのフィールドワークを通じて、年度内で完結する実践的な成果物の制作を⽬標としました。⻑和

町に貢献できる事柄、同時に⼤学にとっても有意義な活動を洗い出し、アートやデザインの⼒を発揮

して形にしていくことで、継続した活動を通じた協定締結への準備を⽬的としています。 

    

  

3. 今年度の事業概要      

今年度は、⻑和町の道の駅等で販売される特産物に着⽬し、購買意欲促進や地元の活気を盛り上げる

⽬的で、商品に貼付するシールを作成しました。⼥⼦美術⼤学の学⽣2名により、フィールドワーク

を通じたデザイン制作を実施し、関係者に向けて贈呈式を⾏いました。 
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（１）活動記録 
 

◼5⽉８⽇（⽔） 

・⻑和町職員による⼥⼦美術⼤学 杉並キャンパス視察 

・⼥⼦美術⼤学対応︓地域連携推進室 

 

◼10⽉3⽇（⽊） 

・⻑和町職員による⼥⼦美術⼤学 相模原キャンパス視察 

・⼥⼦美術⼤学対応︓地域連携推進室 

 

◼12⽉19⽇（⽊）- 20⽇（⾦） 

・コーディネーターによる⻑和町訪問 

・各場所のリサーチを通じて本年度の活動実施対象を調査 

・⻑和町職員とコーディネーターによる意⾒交換会 

 

◼2⽉6⽇（⽊）- 7⽇（⾦） 

・⼥⼦美術⼤学 学⽣2名、教員1名、コーディネーターによる⻑和町訪問 

・活動実施対象（道の駅等）を調査 

・⻑和町内でデザインのためのフィールドワーク 

 

◼3⽉7⽇（⾦） 

・シールデータ納品 

 

◼3⽉20⽇（⽊）- 21⽇（⾦） 

・⼥⼦美術⼤学 学⽣2名、教員1名、コーディネーターによる⻑和町訪問 

・シール贈呈式 
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（２）オリジナルシール贈呈式 
 

⻑和町×⼥⼦美術⼤学「アートによる⻑和町活性化事業」 

オリジナルシール贈呈式 

 

⽇ 時︓令和７年３⽉21⽇（⾦）15︓00〜 

場 所︓役場本庁舎１階 町⺠ホール 

 

１．開  式 

 

２．デザイン制作学⽣・担当教員・コーディネーター挨拶、発表 

  ⼥⼦美術⼤学 アート・デザイン学科 メディア表現領域 ３年 ⼩俣 由菜  

  ⼥⼦美術⼤学 アート・デザイン学科 メディア表現領域 ３年 松永 南美 

  ⼥⼦美術⼤学 アート・デザイン学科 メディア表現領域 准教授 ⾸藤 圭介 

  「アートによる⻑和町活性化事業」コーディネーター 早渕 仁美 

 

３．⽬録贈呈（記念撮影） 

 

４．町⻑挨拶 

 

５．来賓挨拶 

  JA信州うえだ農業協同組合 よだくぼ南部地区営農課 農業政策事務局 ⽻⽥ 晃 様 

  ⻑和町農産物直売所 和⽥宿ステーション 店⻑ 槙島 芳明 様 

   

６．閉  式 
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＜贈呈式の様⼦＞ 
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（３）制作物（店内POP⽤のデータにて） 
▽制作︓⼩俣由菜 
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▽制作︓松永南美 
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（４）来年度の事業展開 
包括連携協定締結に向けて引き続き具体的な活動を⾏なっていきます。本年度で⾏った活動のよう

に、具体的な実践と成果物の作成等を⾏っていき、連携協定に繋げていくことを⽬指します。来年度

では国が実施している地域と⼤学の活動⽀援等を視野に⼊れ、他の⼤学との連携も可能性を探りなが

ら有意義な協議を⾏っていきます。 


